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地域密着型サービス（ むさしのケアセンター ）議事録 【  第 1 回】 

日 時 
令和 7年 8月 28日（木） 

14：00 ～ 15：00 
場 所 むさしのケアセンター面談室 

利用者 0名 地域代表 2名 地域包括 1名 事業所職員 2名 

家 族 0名 
地域医療 

機関者等 
1名 市職員 １名   

■議題 ■議事内容 

1.開会挨拶 

 

1.開会挨拶 

新規開設し第 1回目の運営推進会議となる。以降は偶数月第四

木曜日 14時からの開催を定例とする。 

 

2.活動状況報告（8月 26日現在） 

 （1）登録者の状況 

 （2）サービス提供回数 

 （3）活動報告 

 （4）事故ヒヤリハット報告 

 

 

 

2.活動状況報告（8月 26日現在） 

（1）登録者数 女性 6名 男性 3名 計 9名 

  要介護度  

要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

1名 4名 2名 2名 1名 

（2）訪問介護サービス 女性 3 男性 1 延べ 39回 

   訪問看護サービス 女性 1 男性 1 延べ 9回 

   通いのサービス  女性 6 男性 3 延べ 106名 

   泊りのサービス  女性 3 男性 2 延べ 56名 

（3）7月 18日（金）開所式、 

7月 19日（土）内覧会：102組 

   7月 21日（月）新規開設 

   9月 15日（月）敬老の日イベント 

9月 27日（土）「カフェ君の名は」にて看多機紹介 

10月 11日（土）～12日（日）南町コミセン文化祭参加 

10月 14日（火）武蔵野市民生委員高齢福祉部会見学 

（4）発生日時：8月 7日（木）午前 0時 種類：離設 

   約 1時間後に無事保護、再発防止策を徹底。 

   発生日時：8月 23日（土） 種類：褥瘡形成 

   8月 27日時点でほぼ完治、再発防止を徹底。 

   発生日時：8月 27日（水）19時 種類：骨折疑い 

   移乗介助時に胸部に痛み、28日受診結果骨折所見なし。 

   移乗介助方法を見直し周知徹底を図った。 

 

3.地域への情報提供等 3.地域への情報提供等 

 ・地域交流スペースの活用について検討中 

 

4.意見交換 4.意見交換 

武蔵市役所高齢者支援課より 

情報提供 

・令和 7年度訪問系介護サービス暑さ対策緊急支援事業 

・身体拘束廃止・防止の手引→研修に活用してください 

・東京都認知症介護研修のスケジュールについて 

・第三者評価受審補助金の案内 

・ケアリンピックでむさしのケアセンターで良い写真があっ

たら使いたい 

・市内の看多機で情報交換会を行いたい。 
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4.意見交換（続き） 

 

4.意見交換（続き） 

在宅介護・地域包括支援センターより 

・今後の事業計画、既に目標の 9件は達成しているが 

→9月中に新規 5件、12月末までに 20件の登録を目指す。 

・訪問介護及び訪問看護の内容は 

→生活援助が主体。 

→訪問看護は排便コントロール、服薬管理。排便コント 

ロールは通所サービスで行うことを提案している。 

 

地域の居宅介護支援事業所ケアマネジャーより 

・看多機を知るきっかけとなった。サービス内容について 

理解が深まった。 

 

地域代表より 

・待ちに待った看多機であり、介護が必要になったおりの 

地域の社会資源として活用していきたい。 

 

地域代表 より 

・地域交流スペースの活用方法について検討している。 

 

5.事務連絡等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は、地区リーダーなどの地域代表、他事業者の地域のケ

アマネ、利用者本人もしくは家族の参加をお願いする予定。 

 

次回、第 2回運営推進会議の予定 

開催日時：令和 7年 10月 23日（木）14時～ 

場所：むさしのケアセンター地域交流スペース 

以上 

 

 

 


